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	２． 光度観測
	３． 減光のしくみについての仮説
	私たちは発表されているものも含め、ガスや、彗星など複数の仮説を考えた。今回はその中でジェイソン・ライトが提唱しているダイソン球の仮説を検証するための実験を行った。
	白熱電球を光源とし、紙でダイソン球模型を作って、測光する(図2)。
	1. ４０ワットの白熱電球をスタンドに取り付けオディールに見立てる。暗室においてデジタルカメラで撮影する。
	2. 黒画用紙で作ったダイソン球の模型を取り付け、1と同じように撮影する。
	3. 1と2を3色分解してG画像を測光し、光量の変化を調べる。
	4. 3の結果をもとに、ダイソン球の模型を動かしながら一定間隔で撮影する。
	5. 観測結果にフィットするように、ダイソン球の動かし方を変えていく。
	５． 実験方法（３Ｄモデル）
	３DモデリンクソフトBlenderでダイソン球を描画し、ステライメージver7で測光する。
	1. 光球を作成し、オディール(光源)に見立てる。
	2. 中心に光源をおき，その周囲に格子状のオブジェクトを囲うように設置。
	3. スクリーンキャプチャーで撮影し、その画像をステライメージで測光する。
	4. 少しずつ球体を回し、実際の観測結果に近づくように格子の大きさや太さなどを調節していく。

